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できる限り 住み慣れた地域で自分らしい 暮らしを続けるために

【問合せ】南魚沼市地域包括支援センター　☎７７３・６６７５
大和地域包括支援センター　　　☎７８８・０１０６
塩沢地域包括支援センター　　　☎７８２・０２５２

～介護予防シリーズ③～

　地域包括ケアシステムは、高齢者に限定されるものではなく、障がい者や子どもを含む地域のすべ
ての住民のための仕組みであり、そのすべての住民の関わりにより実現されるものです。誰もが住み
慣れた地域で自分らしく暮らしていけるように、それぞれができることから取り組みましょう。

住民主体の通いの場

・�筋力づくり教室、カラオケ教室
・�ふれあいサロン、認知症カフェ
・�個人宅での卓球教室や太極拳、生け花、
お茶会

・�老人クラブ活動　
・�公民館などでのカルチャースクール
　など

高齢者自身が地域の支え手・担い手になる

・�シルバー人材センターやボランティアなどの活動で、
自身が担い手となって、買い物・掃除・話し相手・除
雪などのできる事を仕事として行う
・�筋力づくりサポーターやサロンなど、地域の集まりの
場を主催者となって開催する
・�地域での声かけやお茶のみに誘う、簡単なごみ捨てを
手伝う　など

　介護予防シリーズでは「地域包括ケアシステムの体制」（市報 11 月１日号掲載）や、地域包括ケアシ
ステムを構成する要素の「介護予防・生活支援」（市報 12 月１日号掲載）についてお知らせしてきました。
　最終回となる今回は、「４つの助（自助・互助・共助・公助）」からみた地域包ケアシステムについて
お知らせします。

 「４つの助」

 地域の力を活用した「互助」の重要性

自助（自分で自分を助ける）

　できる範囲で炊事や洗濯、散歩をしたり、習
い事やカルチャースクールを利用するなど、自
分で介護予防・健康増進に取り組むこと

互助（家族や知人、地域などで互いに助け合う）

　家族の支援、町内会活動やご近所などによる
自主的な助け合い

共助（共に支え合う仕組みを制度化したもの）

　介護保険・医療保険サービス、年金などの制
度に基づく相互扶助の仕組み

公助（行政による支援）

　生活困窮者の支援を目的に、自治体や国など
が主導する生活保障制度や社会福祉制度のこと
で、税財源を基に行う支援

　地域包括ケアシステムが効果的に機能するため
には「自助」「互助」「共助」「公助」という４つの
助をうまく組み合わせ、高齢者のさまざまな生活
課題に取り組んでいくことが重要です。
　４つの助の基本は「自助」で、一人ひとりの主

　住み慣れた地域で過ごすためには、豊かな地域
社会の存在が不可欠です。そのための活気ある地
域づくりの実現に向け、地域住民同士による「互助」
の重要性が高まってきています。
　特に高齢化が進む中では、元気な高齢者が働く
意欲や活躍の場を持ち、豊富な知識や経験を生か

体的な取り組みが大切です。しかし、自分一人で
生活していくには限界があります。そのため自助
を支える仕組みとして地域の中で助け合う「互助」
が必要です。さらに、地域の力だけでは解決でき
ない課題に対しては「共助」や「公助」が必要です。

して地域社会で活動するなど、高齢者自身が「支
え手・担い手」として活躍することが期待されて
います。
　地域の中でも、住民主体の通いの場がさまざま
できています。自分に合う通いの場に参加し、介
護予防を行いましょう。
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～「北越雪譜」の著者「鈴木牧之」を顕彰し、 ～「北越雪譜」の著者「鈴木牧之」を顕彰し、 
　　　　　　　　　雪国文化を伝承する祭りです～　　　　　　　　　雪国文化を伝承する祭りです～

【問合せ】塩沢商工会　【問合せ】塩沢商工会　☎☎７８２・１２０６７８２・１２０６

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、内容を縮小して開催します。歌舞伎公演「雪中の戯
しばい
場」、飲

食コーナー、露店の出店、ステージイベントなど本年度は中止となりました。お出かけの際は、マスク
の着用、手指の消毒、人との間隔の確保などにご協力ください。

イベント日程

12：30　弾き語り北越雪譜〔塩沢信組本店〕
17：00　百八燈大護摩〔ふれあい広場〕
牧之記念館無料開放　9：00～18：00
（混雑時は入場制限を行います。ご協力をお願いします）

第38回しおざわ雪譜まつり第38回しおざわ雪譜まつり ２月19日(土)
（毎年２月の第３土曜日）

※�新型コロナウイルスの感染状況、天候な
どにより中止・変更する場合があります。

　詳しくは、塩沢商工会ウェ
　ブサイトをご覧ください

・�お焚き上げするお札・護摩木などは、当日午後 2時以降に会場（塩沢中央公園）西側にお持ちください。
なお、だるま・神棚などの大きなものは、お引き受けできません。

・当日 9：00～20：00 まで、ふれあい広場周辺は車両進入禁止となります。

主�催　しおざわ雪譜まつり実行委員会（塩沢商工会、塩沢区、みなみ魚沼農業協同組合、南魚沼市観光協会、
塩沢織物工業協同組合、南魚沼市）

同時開催

 ひな雪見かざり　　２月19日㈯ ～４月２日㈯　〔三国街道塩沢宿（牧之通り周辺）の各店舗〕
 雪譜まつり書道展　２月19日㈯ ～３月６日㈰　〔塩沢公民館〕
 俳句会　　　　　　２月20日㈰　9：00～　 　　〔喰処はなや〕
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催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

時�

午
前
８
時
30
分
～
午
後
９
時
30

分
（
月
曜
日
の
み
午
後
４
時
50

分
ま
で
）

会
塩
沢
公
民
館 

玄
関
ロ
ビ
ー

費
無
料

メ
ニ
ュ
ー

・
モ
ザ
イ
ク
寿
司

・
生
チ
ョ
コ
ケ
ー
キ

日
２
月
24
日
㈭

　

�

午
前
の
部
：
午
前
10
時
00
分
～

正
午

　

�

午
後
の
部
：
午
後
１
時
30
分
～

午
後
３
時
30
分

対
市
内
在
住
・
在
勤
者

講
宮
田 

悠は
る
か

さ
ん

会
塩
沢
公
民
館
２
階 

　

調
理
実
習
室

費
９
０
０
円
（
当
日
集
金
）

持�

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
、

　

台
ふ
き
、
持
ち
帰
り
容
器
、

　

筆
記
用
具

定
各
部
10
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間
　

　

２
月
４
日
㈮
～
15
日
㈫

　　

国
土
交
通
省 

信
濃
川
河
川
事

務
所
で
は
、
信
濃
川
水
系
の
今
後

の
整
備
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
実

施
内
容
と
し
て
「
信
濃
川
水
系
河

川
整
備
計
画
（
変
更
原
案
）」
を

作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
に
対
し
、
関
係
住
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

※�

意
見
募
集
の
時
期
や
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
込
み
、
専
用

　

ペ
ー
ジ
か
ら
ご

　

確
認
く
だ
さ
い

　

塩
沢
地
域
の
小
・
中
学
校
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
作
品
の
中
か
ら
、
上

位
入
賞
作
品
（
牧
之
賞
・
市
長
賞
・

商
工
会
長
賞
）
を
展
示
し
ま
す
。

力
作
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
２
月
19
日
㈯
～
３
月
６
日
㈰

タ
ー

対�

市
内
在
住
の
義
務
教
育
終
了
～

39
歳
の
若
者

〆
２
月
10
日
㈭

申
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

　　

拉
致
問
題
や
特
定
失
踪
者
の
問

題
に
つ
い
て
、
理
解
と
関
心
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
、
新
潟
県
と
共

催
で
巡
回
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま

す
。

　

拉
致
問
題
の
解
決
に
は
、
み
な

さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
解
決
を
願
う

声
が
、
な
に
よ
り
も
強
い
力
に
な

り
ま
す
。

会
南
魚
沼
市
図
書
館

期
２
月
８
日
㈫
～
21
日
㈪

　

�

午
前
９
時
30
分
～
午
後
８
時

　

�（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
午
後

７
時
ま
で
）

※
図
書
館
の
休
館
日
は
除
く

費
無
料

展�

示
内
容　

横
田
め
ぐ
み
さ
ん
、

曽
我
ひ
と
み
さ
ん
の
母
・
ミ
ヨ

シ
さ
ん
ら
拉
致
被
害
者
や
特
定

失
踪
者
の
写
真
パ
ネ
ル

づ
く
り
」
に
役
立
つ
法
律
・
制
度

の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
、
県

公
式
Ｙユ

ー
ｏ
ｕ
Ｔチ

ュ

ー

ブ

ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

テ
ー
マ
な
ど
詳
し
く
は
、
県

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（「
わ
く
わ
く
ワ
ー

ク
に
い
が
た
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
」で
検
索
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※�

申
し
込
み
不
要
。
期
間
中
い
つ

で
も
視
聴
で
き
ま
す

配
信
期
間　

３
月
31
日
㈭
ま
で

対�
経
営
者
、
人
事
・
労
務
担
当
者

な
ど

費
無
料

主�

催　

新
潟
県
、
新
潟
県
社
会
保

険
労
務
士
会

　
「
今
よ
り
も
う
少
し
楽
な
気
持

ち
で
人
と
話
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
」を
、め
ざ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ま
ず
は
、
少
人
数
で
簡
単
な
ゲ
ー

ム
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
か
ら
始
め

ま
し
ょ
う
。

日
２
月
17
日
㈭

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

会�

子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援
セ
ン

　

県
で
は
、「
働
き
や
す
い
職
場

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
本
誌
に

掲
載
し
て
い
る
各
種
イ
ベ
ン
ト

な
ど
は
中
止
や
延
期
・
内
容
が

変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
最
新
情
報
は
、
各
問
合
せ

先
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

お知らせ
問問合せ  申申込み  日日時　  期期間

時時間　  会会場　  対対象　  資資格

定定員　  費費用　  〆締切　  内内容　

講講師　  相相談員  持持ち物  他その他　

Ｆファックス　　　 メール

問�

・
申 

子
ど
も
・
若
者
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー

 

☎
７
８
８
・
１
９
５
１

若
者
支
援
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
開
催

問� �

新
潟
県
産
業
労
働
部

    

し
ご
と
定
住
促
進
課

☎
０
２
５
・
２
８
０
・
５
２
６
０

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
配
信
中

「
信
濃
川
水
系
河
川
整
備
計
画

（
変
更
原
案
）」
の
意
見
募
集

問� �

国
土
交
通
省 

信
濃
川
河
川

事
務
所 

調
査
課

☎
０
２
５
・
８
３
２
・
３
２
４
３

催
し
・
講
座
・
募
集

催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

問� 

市
民
課☎

７
７
３
・
６
６
６
１

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
を
考

え
る
巡
回
パ
ネ
ル
展
の
開
催

問 

塩
沢
公
民
館

☎
７
８
２
・
０
１
０
０

し
お
ざ
わ
雪
譜
ま
つ
り
書
道
展

問�

・
申 

塩
沢
公
民
館

☎
７
８
２
・
０
１
０
０

市
民
セ
ミ
ナ
ー
料
理
教
室

参
加
者
募
集
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催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ボ
ー
ド
に
掲
載

す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ボ
ー
ド
の
規
格

　

縦
２
ｍ
×
横
４
ｍ

広
告
の
規
格
・
数
量

・
区
画　

縦
50
㎝
×
横
50
㎝
、

　

４
色
フ
ル
カ
ラ
ー

・
数
量　

16
区
画
（
１
広
告
主
）

広
告
の
掲
載
位
置

　

市
公
式
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ボ
ー
ド

を
32
区
画
に
分
割
し
、
16
区
画
を

有
料
広
告
、
そ
の
他
を
市
の
区
画

と
し
て
、
交
互
に
配
置

広
告
の
掲
載
期
間

　

４
月
～
９
月
（
６
か
月
間
）

広
告
掲
載
料　

16
万
円（
６
か
月
） 

募�

集
数　

１
事
業
者
（
募
集
数
を

超
え
た
場
合
は
審
査
・
抽
選
）

〆
３
月
３
日
㈭

※�

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

成
人
式
を
一
緒
に
運
営
し
ま
せ
ん

か
　

式
の
司
会
進
行
や
受
け
付
け
な

ど
、
運
営
の
一
部
を
手
伝
っ
て
く

れ
る
新
成
人
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
１
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。
電
話
か
メ
ー
ル
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
２
月
21
日
㈪

①
午
前
10
時
～
11
時
30
分　

　

�

み
な
み
魚
沼
農
業
協
同
組
合

（
し
お
ざ
わ
基
幹
セ
ン
タ
ー
）

②
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

南
魚
沼
市
消
防
本
部
〔
竹
俣
〕

※�

す
べ
て
全
血
４
０
０
ml
献
血
。

日
程
・
会
場
は
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
３
月
は
お
休
み

で
す

　
　

市
が
記
者
会
見
な
ど
に
使
用
す

定
10
人

費
４
，７
０
０
円

〆
３
月
２
日
㈬

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
た
め
、
地
域
ご
と
に
開
式

時
間
を
２
回
に
分
け
て
開
催
し
ま

す
。

対�

平
成
12
年
４
月
２
日
～
平
成
13

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
、
市
内

の
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
、
中

学
校
在
学
時
に
市
内
に
住
ん
で

い
た
人
、
令
和
４
年
１
月
１
日

現
在
で
市
内
に
住
所
の
あ
る
人

※�
３
月
中
旬
に
、
対
象
者
へ
案
内

を
送
付
し
ま
す

日
５
月
３
日
（
火
・
祝
）

①�

大
和
・
塩
沢
地
域　

午
前
11
時

開
式

②
六
日
町
地
域　

午
後
３
時
開
式

※�

そ
れ
ぞ
れ
開
式
の
40
分
前
か
ら

受
け
付
け
開
始
し
ま
す

会
市
民
会
館 

大
ホ
ー
ル

他�

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（「
南
魚
沼

市
成
人
式
」
で
検
索
）
に
、
最

新
の
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。

※�

正
式
な
日
程
は
、
２
月
18
日
㈮

に
決
定
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

事
務
養
成
科
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー

ス対�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
法
、

パ
ソ
コ
ン
の
実
務
的
な
利
用
法

を
学
び
、
就
職
を
希
望
す
る
人

期�

３
月
15
日
㈫
～
７
月
14
日
㈭

　

�

午
前
９
時
20
分
～
午
後
３
時
50

分
※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

会�

ス
リ
ー
エ
ス
Ｉ
Ｔ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
〔
十
日
町
市
伊
達

甲
９
６
０

－

１
〕

費�

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
の
自

己
負
担
あ
り
）

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

〆
２
月
21
日
㈪

型
枠
作
製
基
本
コ
ー
ス

対�

型
枠
大
工
に
興
味
が
あ
る
人
、

現
場
作
業
員

期
３
月
10
日
㈭
・
11
日
㈮

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　

２
月
28
日
㈪
か
ら
南
魚
沼
市
議

会
の
３
月
定
例
会
を
開
催
し
ま

す
。

会
本
庁
舎
３
階 

議
場

日
程
（
予
定
）

２
月
28
日
㈪
、
３
月
１
日
㈫

　

�

市
長
所
信
表
明
・
議
案
審
議
ほ

か
３
月
２
日
㈬
～
４
日
㈮

　

各
常
任
委
員
会

３
月
７
日
㈪
～
９
日
㈬

　

一
般
質
問

３
月
10
日
㈭
、
11
日
㈮
、
14
日
㈪
、

15
日
㈫

　

一
般
会
計
当
初
予
算
審
議

３
月
17
日
㈭

　

委
員
長
審
査
報
告
・
議
案
審
議

傍
聴
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
マ
ス
ク
の
着

用
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
お
願
い

し
ま
す
。

他�

日
程
の
詳
細
と
一
般
質
問
の
通

告
内
容
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
掲
載
す
る
ほ
か
、
一
般
質
問

当
日
に
、
通
告
内
容
を
ま
と
め

た
冊
子
を
受
付
（
閉
庁
後
は
宿

直
窓
口
）
で
配
布
し
ま
す
。

問� 

保
健
課
（
献
血
担
当
）

☎
７
７
３
・
６
８
１
１

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

～
２
月
の
献
血
日
程
～

問 
議
会
事
務
局

☎
７
７
３
・
６
６
５
０

市
議
会
３
月
定
例
会
の
開
催

問�

・
申 

新
潟
県
立
魚
沼
テ
ク

ノ
ス
ク
ー
ル

☎
０
２
５
・
７
９
４
・
２
４
１
0

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

３
月
入
校
生
募
集

問 

総
務
課
（
成
人
式
担
当
）

☎
７
７
３
・
６
６
６
０

syom
u@

city.m
inam

iuonum
a.

　lg
.jp

令
和
３
年
度 

成
人
式
の
開
催

問�

・
申 

秘
書
広
報
課 

秘
書
広
報
班

☎
７
７
３
・
６
６
５
８

公
式
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ボ
ー
ド

広
告
募
集

◆の部分に広告を掲載します
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公営住宅の入居者募集
【問合せ・申込み】福祉課 公営住宅係　☎７７３・６６６７

※�入居などの相談や問い合わせは、福祉課 公営住宅係で随時受け付けています。入居の申し込みは募集
期間内のみ受け付けます

催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

地
域

団地・住宅名
〔所在行政区名〕

募集
戸数

階数間取り 建物の構造
単身
入居

家賃月額
駐車場料月額 1 台分
〔駐車可能台数〕

その他

大
　
和

市営桜沢団地
  〔田町〕 ２ １階３ＤＫ 鉄筋コンクリート造�３階建 不可 17,100～33,700円

2,400 円
〔２台〕

市営天王町団地 
  〔天王町〕 １ ３階３ＤＫ 鉄筋コンクリート造�３階建 不可 18,200～35,800円

2,300 円
〔１台〕

市営大崎団地
  〔原小路〕 ３

１階
２階
３階

３ＤＫ 鉄筋コンクリート造�３階建 不可 14,100～27,700円
1,700 円
〔２台〕

六
　
日
　
町

市営宮住宅
  〔宮〕 １ － ３ＤＫ 木造高床式�２階建 不可 17,200～22,900円

無料（高床 1階）
〔１台〕

車庫高さ�
1.6 ｍ

市営津久野住宅
  〔津久野〕 １ ３階３ＤＫ 鉄筋コンクリート造�３階建 不可 15,600～30,700円

1,900 円
〔１台〕

市営余川住宅１号棟
  〔飯綱町〕 １ ３階３ＤＫ 鉄筋コンクリート造�４階建 不可 16,500～32,500円

2,500 円
〔１台〕

県営余川住宅３号棟
  〔飯綱町〕 ２ ４階３ＤＫ 鉄筋コンクリート造�４階建 不可 16,600～32,700円

2,500 円
〔１台〕

県営学校町住宅
  〔学校町２丁目〕 １ １階２ＤＫ 鉄筋コンクリート造�３階建 不可 19,200～37,700円

2,900 円
〔１台〕

市営西泉田住宅２号棟
  〔西泉田〕 １ ２階３ＤＫ 鉄筋コンクリート造�３階建 不可 16,400～32,300円

2,400 円
〔１台〕

県営上町住宅松棟
  〔上町１丁目４区〕 ３

１階
３階�
４階

３ＤＫ 鉄筋コンクリート造�４階建 不可 16,900～33,200円
2,800 円
〔１台〕

県営上町住宅竹棟
  〔上町１丁目４区〕 ４

１階�
３階�
４階

３ＤＫ 鉄筋コンクリート造�４階建 不可 17,400～34,200円
2,800 円
〔１台〕

県営上町住宅梅棟
  〔上町１丁目４区〕 １ ４階３ＤＫ 鉄筋コンクリート造�４階建 不可 19,300～38,000円

2,800 円
〔１台〕

塩
　
沢

市営樋渡団地
  〔六分区〕 ３ １階

３階３ＤＫ
鉄筋コンクリート造�
３階建 不可 17,400～34,200円

無料（入居者管理）
〔１台〕

市営泉盛寺団地
  〔泉盛寺〕 ２ １階

３階３ＤＫ
鉄筋コンクリート造�
５階建 可 12,700～

24,900円
無料（入居者管理）
〔１台〕

市営上野団地
  〔上野〕 １ １階 ２ＬＤＫ

鉄筋コンクリート造�
３階建 不可 18,900～37,200円

2,000 円
〔１台〕

共通事項

募集期間　２月１日㈫～ 15 日㈫
入居資格

・住宅事情に困っている
・収入基準に適合している
・�同居する親族がいる（単身での申込みは60歳
以上と障がい者に該当する人で、上記単身入
居「可」の住宅へ申込みが可能）
・暴力団員ではないこと
家賃算定　収入に応じて決定します。

申込方法　入居資格を確認のうえ、本庁舎福祉課、
　大和・塩沢市民センターで申込書を配布します。
　申込書に必要書類を添付し、募集期間内に福祉課
　公営住宅係にご提出ください。
選考方法　住宅委員会の審議により選考します。
入居可能時期　３月中旬以降の見込み。
※入居にあたっては家賃３か月分の敷金、保証人
　１人が必要です
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割
引
額
が
大
き
な
前
納
制
度

　

４
月
分
か
ら
の
保
険
料
を
、
２

年
・
１
年
・
半
年
分
と
ま
と
め
て

前
払
い
す
る
前
納
制
度
が
あ
り
ま

す
。
特
に
口
座
振
替
に
よ
る
前
納

は
、
納
付
書
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
の
前
納
よ
り
も
割
引
額
が
大

き
く
な
り
ま
す
。

※�

口
座
振
替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
に
よ
る
前
納
は
、
２
月
中
に

手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

月
々
の
口
座
振
替
は
早
割
制
度
も

あ
り
ま
す

　

口
座
振
替
日
を
、
翌
月
末
日
か

ら
当
月
末
日
に
す
る
と
、
早
割
と

し
て
月
額
50
円
の
割
引
と
な
り
ま

す
。

※�

通
常
の
口
座
振
替
納
付
か
ら
早

割
に
変
更
す
る
場
合
は
、
再
度

手
続
き
が
必
要
で
す

・�

い
じ
め
、
体
罰
、
女
性
差
別
、

外
国
人
差
別
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

差
別
問
題

日�

３
月
６
日
㈰　

午
後
１
時
～
４

時
（
受
付
：
午
後
３
時
ま
で
）

会�

堀
之
内
公
民
館
〔
魚
沼
市
堀
之

内
１
３
０
〕

相
人
権
擁
護
委
員

申
不
要
。
直
接
会
場
ま
で
。

　

労
働
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
に
、
社
会
保
険
労
務
士
と
労
働

相
談
所
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

日
２
月
19
日
㈯

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

相�

談
方
法　

面
談
、
電
話
、
オ
ン

ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
Ｚズ

ー

ム

ｏ
ｏ
ｍ

※�

面
談
、
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
は
要

予
約

会�

長
岡
地
域
振
興
局
〔
長
岡
市
沖

田
２
丁
目
１
７
３
番
地
２
〕

※�

祝
日
を
除
く
月
～
金
曜
日
、
午

前
９
時
～
午
後
５
時
に
も
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す

　

マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
に
よ

る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
、多
重
債
務
、

不
動
産
、
相
続
、
離
婚
な
ど
の
法

律
問
題
に
、
弁
護
士
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
２
月
17
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

会
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

定
５
人
（
１
人
約
30
分
）

〆
２
月
16
日
㈬　

正
午

申�

電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
（
受

付
：
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

※�

弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効

に
使
え
る
よ
う
、
申
し
込
み
時

に
相
談
員
が
概
要
を
伺
い
ま

す
。
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、

お
受
け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す

・�

家
庭
内
、
親
族
間
、
近
隣
間
の

も
め
ご
と
・
悩
み
ご
と
な
ど
、

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題

相
続
登
記
の
無
料
相
談
会

　

司
法
書
士
会
で
は
毎
年
２
月

を
「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か

月
間
」
と
定
め
、
相
続
登
記
に
つ

い
て
無
料
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
２
月
１
日
㈫
～
28
日
㈪

会
県
内
の
司
法
書
士
事
務
所

通
年
実
施
の
無
料
相
談

司
法
書
士
無
料
相
談

（
面
談
・
電
話
相
談
　
要
予
約
）

　

☎
０
２
５
・
２
４
４
・
５
１
２
１

　

�

水
曜
日
の
午
後
１
時
30
分
～
４

時
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

（
電
話
相
談
）

　

☎
０
２
５
・
２
４
０
・
７
８
６
７

　

�

月
～
金
曜
日
の
午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
４
時

多
重
債
務
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
電
話
相
談
）

　

☎
０
２
５
・
２
４
０
・
７
９
７
４

　

�

月
～
金
曜
日
の
午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
４
時

※
祝
日
を
除
く

催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

く
ら
し
・
相
談

問 

新
潟
県
司
法
書
士
会

☎
０
２
５
・
２
４
４
・
５
１
２
１

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か

問
・
申 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
２
・
２
５
４
１

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

問 

法
務
局 

南
魚
沼
支
局

☎
７
７
２
・
２
１
６
４

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

～
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
～

問 

新
潟
県
長
岡
労
働
相
談
所

☎
０
２
５
８
・
３
７
・
６
１
１
０

［
労
働
相
談
専
用
電
話
］

休
日
労
働
相
談
会

問 �

日
本
年
金
機
構 

六
日
町

年
金
事
務
所

☎
０
２
５
・
７
１
６
・
０
０
０
８

国
民
年
金
保
険
料
は
前
納

制
度
が
お
得
で
す
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市
役
所
の
開
庁
時
間
に
来
庁
で

き
な
い
人
を
対
象
に
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
受
付
と
交

付
、
更
新
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

交
付
は
、
３
日
前
ま
で
に
予
約
が

必
要
で
す
。（
状
況
に
よ
り
お
待

ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
）

※�

住
民
票
、
戸
籍
な
ど
の
事
務
は

行
い
ま
せ
ん

時
間
外
窓
口

　

３
月
９
日
㈬
、
16
日
㈬

　

午
後
５
時
15
分
～
７
時
30
分

日
曜
窓
口
　

　

３
月
13
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

受
付
窓
口

　
市
民
課

申�

受
付
専
用
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

☎
７
８
８
・
１
７
８
０

持・�

通
知
カ
ー
ド
（
あ
る
人
）

・�

顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類

１
点
（
運
転
免
許
証
、
旅
券
、

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
）

・�

そ
の
他
の
本
人
が
確
認
で
き
る

書
類
１
点
（
健
康
保
険
証
、
年

金
手
帳
、
氏
名
と
生
年
月
日
記

載
の
診
察
券
な
ど
。
顔
写
真
付

き
の
本
人
確
認
書
類
を
持
っ
て

い
な
い
場
合
は
２
点
）

・�

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
あ
る

人
）

・�

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
通
知
書

（
交
付
時
の
み
）

※�

顔
写
真
は
窓
口
で
無
料
撮
影
し

ま
す
。
混
み
具
合
に
よ
り
お
待

ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す

　

機
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民

票
・
印
鑑
証
明
・
所
得
証
明
な
ど

の
証
明
書
が
一
時
的
に
発
行
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

日
２
月
10
日
㈭　

　

午
前
０
時
～
正
午
（
予
定
）

　
「
眠
れ
な
い
」「
不
安
」「
仕
事

が
続
か
な
い
」「
家
族
が
閉
じ
こ

も
り
・
ひ
き
こ
も
り
が
ち
だ
」「
物

忘
れ
が
気
に
な
る
」
な
ど
の
悩
み

を
お
持
ち
の
人
や
そ
の
家
族
な
ど

の
相
談
に
、
心
の
専
門
医
が
応
じ

ま
す
。
ひ
と
り
で
抱
え
ず
、
お
聴

か
せ
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
。

日
２
月
21
日
㈪

　

午
後
２
時
～
４
時

会
南
魚
沼
市
民
会
館

〆
２
月
17
日
㈭　

午
後
５
時

申�

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

精
神
科
の
主
治
医
が
い
る
場
合

は
、
相
談
し
て
か
ら
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い

　　

３
月
１
日
㈫
か
ら
、
市
の
防
災

メ
ー
ル
が
新
し
く
な
り
ま
す
。
送

信
元
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
変
更

と
な
り
ま
す
の
で
、
受
信
許
可
の

設
定
変
更
を
行
っ
て
下
さ
い
。

新
し
い
メ
ー
ル
送
信
元
ア
ド
レ
ス

�m
inam

iuonum
a-city

　

@
raiden2.ktaiw

ork.jp

※�

受
信
許
可
の
設
定
変
更
は
携
帯

会
社
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。
不

明
な
場
合
な
ど
は
、
各
携
帯
会

社
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

問 

市
民
課 

市
民
班

☎
７
７
３
・
６
６
６
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
、

交
付
な
ど
の
時
間
外
・
日
曜
窓
口

問 

市
民
課 
市
民
班

☎
７
７
３
・
６
６
６
１

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

の
一
時
停
止

問
・
申 

保
健
課

☎
７
７
３
・
６
８
１
１

専
門
医
に
よ
る
心
の
健
康
相
談
会

問 

総
務
課 

防
災
庶
務
班

☎
７
７
３
・
６
６
６
０

防
災
メ
ー
ル
が
新
し
く
な
り
ま
す

災 害 に
備 え て 防災コーナー

【問合せ】総務課 防災庶務班　☎７７３・６６６０

なだれに注意しましょう

　降雪が続く時期や融雪期は、なだれが起きやすい時期です。スキーやスノーボード、登山などの際に
は十分注意しましょう。
なだれの発生しやすい場所

・�急斜面な場所
・�植生がまばらな場所 など
なだれが発生しやすい条件

・�気温が低く、既にかなりの積雪がある
　ところに、短期間に多量の降雪があっ
　たとき
・�雪

せっ ぴ

庇や吹きだまりができている斜面
・�春先など、気温が上昇するとき
・�雨が降ったあと
・�過去になだれが発生したところ など

※�なだれが発生しそうな場所には近づかないよう、
心がけましょう

なだれ発生の前兆現象

・�山の尾根から雪庇が張り出している
・�なだれ防止柵から雪が張り出している
・�元の斜面の地形が分からないほど平らに雪が積もって
いる

・�斜面を落ちてくるボールのような雪のかたまりがある
・�クラック（ひび割れ）がある
・�雪上にしわ状の模様ができている など
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あ
な
た
が
抱
え
て
い
る
悩
み
を

話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

対�

市
内
在
住
の
ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ

も
り
・
高
等
学
校
不
登
校
な
ど

に
悩
む
義
務
教
育
終
了
～
39
歳

の
若
者
ま
た
は
家
族

日
①
２
月
24
日
㈭

　

午
後
２
時
～
３
時

　

②
３
月
９
日
㈬

　

午
前
10
時
～
11
時

会�

子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

〆
①
２
月
22
日
㈫

　

②
３
月
７
日
㈪

申
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

他�

相
談
員
に
よ
る
電
話
・
来
所
相

談
に
、
随
時
応
じ
ま
す
。

　

市
で
は
、
福
祉
灯
油
購
入
費
助

成
事
業
と
し
て
令
和
３
年
度
の
冬

に
限
り
、
灯
油
購
入
費
用
の
一
部

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
世
帯
は
、
期
限
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
市
報
１
月
15
日
号
３

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
が
必
要
な
対
象
世
帯

　

次
の
①
、
②
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
世
帯

①�

世
帯
全
員
の
令
和
３
年
度
の
住

民
税
が
非
課
税
で
あ
る

②�

令
和
３
年
12
月
１
日
現
在
で
市

内
に
住
所
を
有
し
、
生
活
の
本

拠
と
し
て
い
る

※�

世
帯
全
員
が
施
設
入
所
や
長
期

入
院
し
て
い
る
場
合
は
対
象

外
。
生
活
保
護
世
帯
は
、
対
象

と
な
る
人
に
直
接
支
給
す
る
た

め
、
申
請
不
要
で
す

〆
２
月
18
日
㈮

固形物を取り除き、冷ま
したらプラ容器に入れる

キャップを
しっかり閉める

回収場所にある
ボックスに入れる

回収場所と受入時間

回収場所 不燃ごみ処理施設 市役所各庁舎・環境衛生センター

受入時間

月～土曜日（祝日を除く）
9：00～12：00、13：00～17：00 毎月第４木曜日

8：30～17：00
※祝日の場合はその前日日曜日・祝日

9：00～12：00

ポイント

・�油を入れるプラ容器
はペットボトルか、
食用油購入時のプラ
容器に入れてくださ
い。

・�賞味期限切れの油も
回収します。

回収するもの

　植物性の天ぷら油（菜
種油、大豆油、ゴマ油、
コーン油、サラダ油な
ど）

回収しないもの

　ラードなどの動物性
食用油、機械油などの
鉱物油、不純物が混
じった食用油、事業所
からの廃油

ごみにしない！
３R推進コーナー

廃天ぷら油の無料回収実施中！

　回収された廃天ぷら油（廃食用油）は、
燃料・飼料・塗料の原料となります。

【問合せ】廃棄物対策課　☎７８２・０３３９

問�

・
申 

子
ど
も
・
若
者
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
８
８
・
１
９
５
１

臨
床
心
理
士
に
よ
る「
こ
こ
ろ

の
相
談
会
」～
秘
密
厳
守
～

催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

健
康
・
福
祉

問 

福
祉
課 

厚
生
福
祉
係

　
☎
７
７
３
・
６
６
６
７

灯
油
購
入
費
用
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
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心�

理
的
虐
待
の
サ
イ
ン
：
か
き
む
し
り
や

か
み
つ
き
な
ど
の
攻
撃
的
な
態
度
・
不

規
則
な
睡
眠
な
ど
が
み
ら
れ
る
、
無
力

感
や
な
げ
や
り
な
様
子
に
な
る
、
顔
の

表
情
が
な
く
な
る 

な
ど

放
棄
・
放
任

　

食
事
や
排
泄
、
入
浴
、
洗
濯
な
ど
身
辺

の
世
話
や
介
助
を
し
な
い
、
必
要
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
や
医
療
や
教
育
を
受
け
さ
せ
な

い
な
ど
。

放�

棄
・
放
任
の
サ
イ
ン
：
身
体
か
ら
異
臭
、

汚
れ
が
ひ
ど
い
髪
、爪
が
伸
び
て
汚
い
、

ず
っ
と
同
じ
服
を
着
て
い
る 

な
ど

経
済
的
虐
待

　

本
人
の
同
意
な
し
に
（
あ
る
い
は
だ
ま

す
な
ど
し
て
）
財
産
や
年
金
、
賃
金
を
使

う
な
ど
す
る
。
本
人
が
希
望
す
る
金
銭
の

使
用
を
理
由
な
く
制
限
す
る
こ
と
。

経�

済
的
虐
待
の
サ
イ
ン
：
年
金
や
賃
金
が

ど
う
管
理
さ
れ
て
い
る
の
か
本
人
が
知

ら
な
い
、 

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
や
生
活

費
の
支
払
い
が
で
き
な
い 

な
ど

　

障
が
い
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
尊
厳

を
保
ち
な
が
ら
生
活
し
て
い
く
た
め
に

は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で

す
。
障
が
い
者
虐
待
の
未
然
防
止
、
早
期

発
見
、迅
速
な
対
応
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※�

休
日
・
夜
間
の
緊
急
相
談
な
ど
は
、
当

直
員
（
☎
７
７
３
・
６
６
６
０
）
が
受

理
し
、
速
や
か
に
福
祉
課
に
連
絡
・
報

告
し
ま
す

　

平
成
24
年
10
月
に
施
行
さ
れ
た
「
障
害

者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の
養
護
者
に
対

す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
（
障
害
者
虐

待
防
止
法
）」は
、障
が
い
者
だ
け
で
な
く
、

養
護
者
も
支
援
す
る
法
律
で
す
。

　

障
が
い
者
虐
待
と
は
、
障
が
い
者
の
家

族
・
親
族
や
施
設
の
職
員
、
雇
用
主
な
ど

が
行
う
次
の
行
為
で
す
。

身
体
的
虐
待
　

　

暴
力
や
体
罰
に
よ
っ
て
体
を
傷
つ
け
、

痛
み
を
与
え
る
行
為
。
体
を
縛
り
つ
け
た

り
、
過
剰
な
投
薬
に
よ
っ
て
体
の
動
き
を

抑
制
す
る
行
為
。

身�

体
的
虐
待
の
サ
イ
ン
：
体
に
小
さ
な
傷

が
頻
繁
に
み
ら
れ
る
、急
に
お
び
え
る
、

不
安
が
る
、
こ
わ
が
る
、
自
分
で
頭
を

た
た
く 

な
ど

性
的
虐
待

　

　

わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
り
、
さ
せ
た

り
す
る
こ
と
。

性�
的
虐
待
の
サ
イ
ン
：
人
目
を
避
け
た
が

る
、
一
人
で
部
屋
に
い
た
が
る
、
急
に

お
び
え
る
、
不
安
が
る 

な
ど

心
理
的
虐
待

　

脅
し
、
侮
辱
な
ど
の
言
葉
や
態
度
、
無

視
、
嫌
が
ら
せ
な
ど
に
よ
っ
て
精
神
的
に

苦
痛
を
与
え
る
こ
と
。

午前：月曜～土曜　　 〈受付〉 8：00～11：00　〈診療〉 9：00～
午後：月曜、水～金曜 〈受付〉 12：30～15：00　〈診療〉 13：30～
　　　㊟　火曜　　　 〈受付〉 12：30～15：30　〈診療〉 14：00～

２月の城内診療所 診療担当医師（予定表）
受付・診療時間

◎来院時はマスクの着用をお願いします。 【問合せ】  城内診療所　☎ 775･2009

催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

月 火 水 木 金 土 日

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 休診日

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日

田　中 髙　橋 髙　橋 髙　橋 ※ 休  診 休  診

７日 ８日 ９日 10 日 11 日 12 日 13 日

髙　橋 ※ 田　中 松　田 髙　橋 休　診 福本 休診 休  診

14 日 15 日 16 日 17 日 18 日 19 日 20 日

髙　橋 ※ 田　中 髙　橋 髙　橋 髙　橋 ※ 休　診 休  診

21 日 22 日 23 日 24 日 25 日 26 日 27 日

髙　橋 ※ 田　中 休　診 髙　橋 髙　橋 ※ 髙橋 休診 休  診

28 日 ※�月・金曜日の午後は、新型コロナワクチン追加接種（予約指定）を実施するため、
診療は長時間お待ちいただく場合があります

◎�今後の新型コロナワクチン追加接種の促進のため、休診とする場合があります。
受診に際しては、市ウェブサイトの診療所ページをご確認ください

休　診

問� 

福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

☎
７
７
３
・
６
６
６
７

Ｆ
７
７
３
・
６
７
２
３

障
害
者
虐
待
防
止
法
を
ご
存
知
で
す
か
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の
健
康
・
介
護
予
防
・
認
知
症
・
介
護
保

険
・
権
利
擁
護
な
ど
を
相
談
で
き
る
窓
口

で
す
。

南
魚
沼
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
７
３
・
６
６
７
５

大
和
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
８
８
・
０
１
０
６

塩
沢
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
８
２
・
０
２
５
２

　

児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
指
定
の
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
。
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

振
込
日　

２
月
10
日
㈭

対�

象
月　

令
和
３
年
10
月
～
令
和
４
年
１

月
分

手
当
の
支
給
月
額
（
児
童
１
人
当
た
り
）

３
歳
未
満
の
児
童

　

　

一
律�

１
５
，０
０
０
円

３
歳
～
小
学
６
年
生
の
児
童

　

第
１
・
２
子�

１
０
，０
０
０
円

　

第
３
子
以
降�

１
５
，０
０
０
円

中
学
生　

一
律�

１
０
，０
０
０
円

特
例
給
付　

一
律�

５
，０
０
０
円

　
（
所
得
制
限
限
度
額
を
超
過
し
た
受
給

　

者
）

日
２
月
22
日
㈫　

午
前
10
時
～
11
時

会�

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

子
育
て
の
駅

「
ほ
の
ぼ
の
」

対
就
学
前
の
双
子
の
保
護
者

〆
２
月
18
日
㈮

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
た
子
育
て
世
帯
に
、
生
活
支
援
の

た
め
の
特
別
給
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

給
付
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で

す
。

支
給
額　

対
象
児
童
１
人
に
つ
き

　

５
０
，０
０
０
円

対�

平
成
15
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

児
童
を
養
育
す
る
父
母
な
ど
で
、
令
和

３
年
１
月
１
日
以
降
の
収
入
状
況
が
非

課
税
相
当
と
な
っ
た
人

※�

対
象
児
童
の
い
る
世
帯
主
に
、
令
和
３

年
８
月
末
ご
ろ
に
申
請
書
類
な
ど
を
送

付
し
て
い
ま
す

次
に
該
当
す
る
人
は
対
象
外
で
す

・�「
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
生

活
支
援
特
別
給
付
金
（
ひ
と
り
親
世
帯

分
）」
を
受
給
し
た
人

・��

前
住
所
地
で
本
給
付
金
を
受
給
し
た
人

〆
２
月
28
日
㈪
ま
で

　

冬
期
間
は
降
雪
な
ど
の
影
響
で
、
高
齢

者
を
見
守
る
機
会
が
減
少
し
が
ち
で
す
。

身
近
な
と
こ
ろ
で
で
き
る
活
動
を
実
践
し

て
、地
域
の
つ
な
が
り
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

日
ご
ろ
か
ら
で
き
る
見
守
り
３
活
動

あ
い
さ
つ

　

近
所
で
声
を
掛
け
合
い
ま
し
ょ
う

気
く
ば
り

　

地
域
で
さ
り
げ
な
く
見
守
り
ま
し
ょ
う

助
け
合
い

　

�

普
段
と
違
う
こ
と
が
な
い
か
目
配
り
し

ま
し
ょ
う

困
っ
て
い
る
と
感
じ
た
ら

　

日
ご
ろ
か
ら
見
守
り
３
活
動
を
行
う
こ

と
で
、
高
齢
者
や
家
族
の
変
化
に
早
く
気

付
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
様
子
が「
い
つ
も
と
違
う
な
」

と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
「
い

つ
も
と
違
う
」
は
、
高
齢
者
や
家
族
の

「
困
っ
て
い
る
」
と
い
う
サ
イ
ン
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
身
近
な
人
の
気
付
き
が
、
解

決
を
一
緒
に
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま

す
。
気
軽
に
近
く
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
民
生
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容
、
相
談
者
に
関
す
る
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者

※�

現
況
届
が
未
提
出
の
人
は
支
給
を
停
止

し
ま
す
。手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、

現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す

　

子
育
て
の
わ
（
輪
・
和
・
話
）
を
ひ
ろ

げ
よ
う
！
初
め
て
の
人
、
里
帰
り
の
人
、

上
の
子
を
連
れ
た
人
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
大
歓
迎
で
す
。

第
４
回
「
冬
の
親
子
サ
ロ
ン
」

日�

２
月
17
日
㈭　

午
前
10
時
～
11
時

　
（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
～
）

内
お
や
こ
で
あ
そ
ぼ
う
②

会
市
民
会
館
２
階 

研
修
室
・
会
議
室

対
０
～
４
歳
の
乳
幼
児
と
保
護
者
な
ど

費
１
人
10
円
（
保
険
料
）

申
不
要
。
直
接
会
場
ま
で
。

持
水
分
補
給
用
の
飲
み
物

　

双
子
の
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
保
護
者

を
対
象
に
、
情
報
交
換
や
仲
間
づ
く
り
を

し
て
い
ま
す
。
体
験
談
な
ど
を
聞
い
て
、

参
考
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
子
ど
も
も
参

加
で
き
ま
す
。

子
育
て
・
教
育

催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

問 

福
祉
課 
高
齢
福
祉
係

☎
７
７
３
・
６
６
６
７

２
月
は
高
齢
者
見
守
り
強
化
月
間

～
広
げ
よ
う
　
支
え
合
い
～

問�
・
申 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
２
・
７
７
５
４

ふ
た
ご
を
育
て
る
親
の
会

「
ツ
イ
ン
ズ
く
ら
ぶ
」

問 �

子
育
て
支
援
課 

子
育
て
応
援
係

☎
７
７
３
・
６
８
２
２

２
月
は
児
童
手
当
・
特
例
給
付
の
支
給
月

問 �

社
会
教
育
課 

生
涯
学
習
班

　
☎
７
７
３
・
６
６
１
０

心
豊
か
な
子
育
て
教
室

問�

・
申 

子
育
て
支
援
課 

子
育
て
応
援
係

☎
７
７
３
・
６
８
２
２

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

生
活
支
援
特
別
給
付
金

（
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の
子
育
て
世
帯
） 
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催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

　

市
内
体
育
施
設
・
小
中
学
校
体

育
施
設
は
、
団
体
登
録
す
る
こ
と

で
優
先
予
約
が
で
き
ま
す
。
登
録

は
、
年
度
ご
と
に
更
新
が
必
要
で

す
。
登
録
後
、
利
用
調
整
会
議
に

出
席
し
、
各
団
体
と
施
設
予
約
の

調
整
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

対�

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す

る
５
人
以
上
で
構
成
さ
れ
、
市

内
体
育
施
設
を
継
続
的
に
利
用

す
る
団
体

費
年
間
５
，０
０
０
円

申�

申
請
書
と
団
体
登
録
料
を
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
課
、
大
和
・
塩
沢
公

民
館
、
デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼

に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。（
申
請

書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

体
育
施
設
利
用
調
整
会
議
の
日
程

調
整
期
間
　

　

４
月
１
日
㈮
～
７
月
８
日
㈮

※�

調
整
会
議
へ
の
参
加
は
、
２
月

25
日
㈮
ま
で
に
、
利
用
団
体
登

録
が
必
要
で
す

六
日
町
地
域
体
育
施
設

日
３
月
８
日
㈫　

午
後
７
時
～

会�

デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼
２
階 

ア
リ
ー
ナ

塩
沢
地
域
体
育
施
設

日
３
月
９
日
㈬　

午
後
７
時
～

会
塩
沢
公
民
館
３
階 

多
目
的
室

大
和
地
域
体
育
施
設

日
３
月
10
日
㈭　

午
後
７
時
～

会
大
和
公
民
館
２
階 

大
会
議
室

　

令
和
４
・
５
年
度
南
魚
沼
市
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
な
人
、
イ
ベ

ン
ト
の
運
営
に
関
わ
り
た
い
人
は
、

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

任�

期　

令
和
４
年
４
月
１
日
～
令

和
６
年
３
月
31
日

内�

市
内
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
ス

ポ
ー
ツ
教
室
の
運
営
、
研
修
会

の
参
加

報
酬　

活
動
実
績
に
応
じ
る

募
集
人
数　

10
人

申
担
当
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〆
２
月
28
日
㈪

　

南
魚
沼
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
で
は
、
ヨ
ガ
・
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
・
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
講
座
を
動
画
で
配
信
し
て
い

ま
す
。
冬
の
運
動
不
足
を
、
室
内

で
解
消
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

講・
ヨ
ガ
　

　

渡
邉 

亜
紀
菜
さ
ん

・
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

金
山 

武
志
さ
ん

・
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

小
林 

英
樹
さ
ん

費
無
料

視
聴
方
法

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
み
、
Ｌラ

Ｉイ

ン
Ｎ
Ｅ
の
お
友

達
に
追
加
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か

ら
の
配
信
が
始

り
ま
す
。

　

八
海
山
麓
ス
キ
ー
場
ス
キ
ー
ス

ク
ー
ル
の
協
力
で
ス
キ
ー
教
室
を

開
催
し
ま
す
。
気
分
転
換
や
健
康

づ
く
り
の
た
め
に
、
参
加
し
ま
せ

ん
か
。

日�

２
月
２
日
㈬
、
16
日
㈬
、
22
日

㈫
※�

都
合
の
よ
い
日
の
み
の
参
加
可
。

積
雪
状
況
で
日
程
を
変
更
す
る

場
合
あ
り

時�

午
後
１
時
30
分
～
３
時
（
受

付
：
午
後
１
時
～
１
時
25
分
）

受�

付
場
所　

八
海
山
麓
ス
キ
ー
場

管
理
本
部 

ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

受
付
窓
口

参
加
資
格　

40
歳
以
上

定
30
人

費�
１
回
３
，０
０
０
円
（
講
習
代
、

リ
フ
ト
代
）

※
別
料
金
で
用
具
の
レ
ン
タ
ル
可

問 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
７
７
３
・
６
６
３
０

令
和
４
年
度
南
魚
沼
市
体

育
施
設
の
利
用
団
体
登
録

問 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
７
７
３
・
６
６
３
０

南
魚
沼
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
の
募
集

問 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
７
７
３
・
６
６
３
０

南
魚
沼
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

ス
ポ
ー
ツ

問
・
申 

大
和
観
光
協
会

☎
７
７
７
・
３
０
５
４

シ
ニ
ア
ス
キ
ー
教
室
開
催 

公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社 スポーツ振興係

〒949-6611 南魚沼市坂戸372  ディスポート南魚沼内　ディスポート☎773・6620　スポパラ☎773・3210

２月の休館日：毎週月曜日

ディスポート南魚沼

トレーニングマシン使用法講習会

　油圧抵抗式マシンの使い方説明会です。だれでも簡単に利用できます。
日２月20日㈰　12：00～13：30
対中学生以上　定６人（先着順）
持運動着、室内用シューズ、タオル、飲み物

費会員：無料、一般：200円
※施設利用料 300円が別途必要です（定期券可）
申ディスポート南魚沼（電話申込み可）
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２月の開館日時 問

・
申 
南
魚
沼
市
図
書
館

☎
７
７
３
・
６
６
７
７

　　　　　㊊～㊎ 9：30～20：00
  （㊏㊐㊗19：00まで）   休館 :３日㈭、17日㈭

南魚沼市

　　　　　☎７７７・４６７１
　㊋～㊐㊗�9：00～19：00  休館：毎週月曜日

大　　和

　　　　　☎７８２・０１００
　9：00～20：00（㊊㊏㊐㊗ 17：00まで）

塩　　沢

催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

の
絵
本
の
読
み
き
か
せ
。

対
乳
幼
児
・
保
護
者

テ
ー
マ
展
示　
　
　
　
　
　
　

　
「
全
国
生
活
習
慣
予
防
月
間
」

「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
特
集
」「
イ
ン
ド

ア
を
楽
し
も
う
」「
ね
こ
の
日
」

な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会　
　
　

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」　　
　

　

も
う
す
ぐ
ひ
な
祭
り
。
毛
糸
で

ぐ
る
ぐ
る
、
か
わ
い
い
お
ひ
な
さ

ま
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
２
月
25
日
㈮　

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
大
和
公
民
館

内�
手
袋
人
形
、
絵
本
、
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
、
工
作
な
ど

対
乳
幼
児
・
保
護
者

費
無
料

申�

電
話
か
カ
ウ
ン
タ
ー
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い（
当
日
参
加
可
）

図
書
館
川
柳　
　
　
　

　

図
書
館
川
柳
の
応
募
作
品
を
図

書
館
内
に
掲
示
し
ま
す
。
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
し
ま
す
。

期
２
月
27
日
㈰
～
３
月
22
日
㈫

D
V
D

上
映
会　
　

「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
仕
事
の

流
儀
～
宇
宙
飛
行
士
若
田
光
一
の

仕
事
」

日�

２
月
10
日
㈭　

午
前
10
時
30
分

～
11
時
20
分
（
47
分
）

会
図
書
館 

多
目
的
室

対
一
般
・
高
齢
者

定
30
人
（
先
着
順
）

「
人
間
に
な
り
た
が
っ
た
猫
（
劇

団
四
季
）」

日�

２
月
12
日
㈯　

午
前
10
時
～
正

午
（
１
１
２
分
）　

会
図
書
館 

多
目
的
室

対
子
ど
も
・
一
般

定
30
人
（
先
着
順
）

お
は
な
し
の
じ
か
ん　
　
　
　

日
２
月
６
日
㈰

　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

会
図
書
館 

児
童
コ
ー
ナ
ー

対
乳
幼
児
・
保
護
者
ほ
か

絵
本
の
へ
や　
　
　
　
　
　
　

日
毎
週
水
曜
日　

　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

会
図
書
館 

児
童
コ
ー
ナ
ー

内�

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
い
な
い
い

な
い
ば
あ
」
な
ど
乳
幼
児
向
け

巡
回
図
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い　

　

１
月
20
日
㈭
に
塩
沢
図
書
室
の

巡
回
図
書
を
２
０
０
冊
入
れ
替
え

ま
し
た
。
次
回
、
大
和
図
書
室
は

２
月
17
日
㈭
に
入
れ
替
え
予
定
。

新
着
図
書
の
一
部
を
紹
介　
　

※�

新
着
図
書
は
館
内
か
、
Ｗ
ｅ
ｂ

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

《
よ
み
も
の
》

・�

同
志
少
女
よ
、
敵
を
撃
て

�

逢
坂　

冬
馬

・�

新
し
い
星�

彩
瀬　

ま
る

・�

ミ
チ
ク
サ
先
生　

上
・
下

�

伊
集
院　

静

・�

薔
薇
色
の
門　

誘
惑

�

遠
藤　

周
作

・�

吾
妻
お
も
か
げ�

梶　

よ
う
子

・�

ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
と
三

人
の
魔
女�

門
井　

慶
喜

・�

神
曲�

川
村　

元
気

・�

中
野
の
お
父
さ
ん
の
快
刀
乱
麻

�

北
村　
　

薫

・�

熔
果�

黒
川　

博
行

・�

ル
ー
テ
ィ
ー
ン
ズ�

長
嶋　
　

有

・�

黄
金
旅
程�

馳　
　

星
周

・�

滅
私�

羽
田　

圭
介

・�
李
王
家
の
縁
談�

林　

真
理
子

・�
フ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

�

誉
田　

哲
也

・�

残
照
の
頂�

湊　

か
な
え

・�

北
斗
の
邦
へ
翔
べ

�

谷
津　

矢
車

・�

遠
慮
深
い
う
た
た
寝

�

小
川　

洋
子

・�

ザ
・
パ
ワ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
ド
ッ

グ �

ト
マ
ス
・
サ
ヴ
ェ
ー
ジ

《
そ
の
他
》

・�

米
澤
屋
書
店�

米
澤　

穂
信

・�

ギ
ネ
ス
世
界
記
録　

２
０
２
２

　

ク
レ
イ
グ
・
グ
レ
ン
デ
ィ

・�

堂
々
と
老
い
る�

田
原
総
一
朗

・�

鎌
倉
殿
の
13
人

・�

戦
国
武
将
を
癒
や
し
た
温
泉

�

上
永　

哲
矢

・�

職
場
の
ト
リ
セ
ツ

�

黒
川
伊
保
子

・�

認
知
症
の
人
は
何
を
考
え
て
い

る
の
か
？　
　
　

渡
辺　

哲
弘

・�

子
ど
も
の
自
己
肯
定
感
が
高
ま

る
ほ
め
方
・
叱
り
方
の
新
常
識

１
０
０

・�

最
強
脳

�

ア
ン
デ
シ
ュ
・
ハ
ン
セ
ン

・�

60
代
か
ら
の
鎌
田
式
ズ
ボ
ラ
筋

　
ト
レ�

鎌
田　
　

實

・�

食
べ
る
経
済
学�

下
川　
　

哲

・�

美
し
い
文
学
を
読
ん
で
英
文
法

を
学
ぶ�

杉
山　

靖
明

・�

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
生
ん
だ
男

　

ジ
ェ
イ
ク
・
バ
ー
ト
ン
の
一
生

�

福
原　

顕
志

読
書
の
つ
ど
い　
　
　
　
　
　

日
２
月
19
日
㈯　

　

�

午
前
10
時
30
分
～
11
時
、
午
前

11
時
15
分
～
11
時
45
分

会
図
書
館 

多
目
的
室

テ
ー
マ　
「
お
か
し
」

内�

大
型
絵
本
「
ぐ
り
と
ぐ
ら
」
な

ど
定
30
人
（
先
着
順
）

対
幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者
ほ
か

テ
ー
マ
展
示

新
着
図
書
の
一
部
を
紹
介

図 

書 

館

巡
回
図
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

お
は
な
し
の
じ
か
ん

読
書
の
つ
ど
い

絵
本
の
へ
や

図
書
館
川
柳

幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」
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催
し
・
講
座
・
募
集

く
ら
し
・
相
談

健
康
・
福
祉

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

文
化
施
設

掲
示
板

鈴木牧之記念館
開館 ９ ：00 ～ 16：30

２月の休館：１日㈫、８日㈫、15日㈫
☎・Ｆ 782·9860　URL http : //www.6bun.jp/bokushi/

¥  大人 500 円 / 小中高 250 円（市内の小中学生は無料）

今福進人形展～昭和の子どもたち～

花紬体験

秋元貴美子写真展～都市と自然のエレメンツ～

魚沼ベストショット展 Part Ⅺ

期２月16日㈬～３月28日㈪
※会期中、市民は観覧無料
主催　射

しゃが

干の会
 同時開催　第 16 回三国街道
　塩沢宿ひな雪見かざり

塩沢紬でつむぎ細工　日２月26日㈯
花を彩る！押花体験　日２月27日㈰
※�要予約。詳しくはお問い合わせください

期３月６日㈰まで
　日本大学芸術学部写真学科教授の秋元貴美子氏
の個展。日本や世界を旅して撮ったさまざまな聖
地世界をご堪能ください。

期３月６日㈰まで
　独自の視点で「魚沼」の写真を撮り続けている
県内外の写真家の渾身のベストショットを展示。

池田記念美術館

南魚沼市民会館

開館９：00 ～ 17：00（入館終了 16：30）

受付 ８：30 ～ 17：15

２月の休館：２日㈬、９日㈬、16日㈬、24日㈭

２月の休館：毎週月曜日

☎ 780･4080  Ｆ 777･3815  URL http://www.ikedaart.jp

¥  一般 500 円／高校生以下無料

☎ 773·5500　Ｆ 772·8161
URL http : //www.6bun.jp/kaikan/

市民無料の日：８日㈫、18 日㈮、28 日㈪

今泉記念館アートステーション
開館９：00 ～ 17：00（入館 16：30まで）

２月の休館：17日㈭
☎ 783･4500  Ｆ 783･3388
URL http://www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkan/
¥  一般 500 円 / 小中高 250 円

トミオカホワイト美術館
開館 10：00 ～ 17：00（入館終了 16：30)
２月の休館：２日㈬、９日㈬、16日㈬、24日㈭
☎ 775･3646　Ｆ 775･3650　URL http://www.6bun.jp/white/

¥  一般 500 円 / 小中高 250 円（市内の小中学生は無料 )

富岡惣一郎 「望郷」

ギャラリー展示 「つるし飾り教室作品展」

「ジュニア学芸員鑑賞ガイド」を配信中

常設展
企画展

～彫
ほ

る 摺
す

る 画
か

く～「棟方志功の世界」

期２月28日㈪まで

文化施設

八神純子 Live　キミの街へ
～ for all living things ～
　圧倒的な声量と高く澄み渡る声で「みずいろの
雨」「パープルタウン」「ポーラー・スター」など
のヒット曲を歌い上げます。お見逃しなく！
日５月 15 日㈰　16：00～
  （開場 15：30）
会市民会館 大ホール　
入場料　全席指定 6,000円
※未就学児入場不可
　３月６日㈰から市民会
館・会館プレイガイドで
発売。賛助会員は２月 27
日㈰から市民会館で先行
販売。（令和４年度賛助
会員と更新手続きの済ん
だ人が対象）

日３月 15 日㈫まで
　富岡惣一郎は、雪国に
生まれ冬を愛した自分だ
からこそ描ける世界があ
るという使命感のような
思いの中、題材として選
んだものは、純白の雪景
色でした。
　本展では、故郷新潟の
風景や初期から晩年まで
の作品を展示。

期２月17日㈭ 13：00～３月15日㈫ 14：00 まで
　城内教室のみなさんの作品を展示。

　トミオカホワイト美術館の公式Ｙｏ
ｕＴｕｂｅチャンネルで、八海中学校
の生徒が富岡惣一郎や好きな作品を紹
介しています。

「妙高山A」

　今では、パプアニューギニアからの持ち出しが禁
止されている貴重な民族美術のコレクションを展示。
 展示入れ替えのため臨時休館を行います

期３月１日㈫～４日㈮

　現代に活躍した日本画家の加山は、父が西陣織
の図案家で、物心つくころには絵筆を握り、若く
して画才を発揮。本展は加山又造生誕 105 周年を
記念し、当館が所蔵する加山の作品を展示。

加山又造展

南国の摩訶不思議な世界（セピックアート）
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第37回危険業務従事者叙勲「瑞宝単光章」を受章　庭野 泰
やすし

さん〔坂戸〕
　庭野さんは、昭和 44年 10月に新潟県警察官となり、35年６か月という長年の
警察功労により受章されました。十日町市警察署をはじめ県内７か所で勤務され、
平成17年の退職まで警察職務に精励されました。在職中は生活安全課などの直接
住民とかかわる職務が多く、中でも家出人の捜索の際には豊富な経験と責任感を
持って広く丁寧な手配を行うことで解決に貢献されるなど、公共の安全と治安の維
持にご尽力されました。　　
　庭野さんは、「大変光栄です。今まで多くのみなさんに支えてもらったおかげで
受章できたと思います。感謝しています」と語りました。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
受
け
た
人
に
配
布
し

て
い
る
「
南
魚
沼
市
民
向
け
温
泉

利
用
券
」
の
使
用
期
限
は
２
月
20

日
㈰
ま
で
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
市
内
の
温
泉
施
設
の
利
用
者

は
減
少
し
ま
し
た
。
市
内
経
済
の

活
性
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
、
体
調
が
安

定
し
て
か
ら
、
使
用
期
限
ま
で
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

県
で
は
交
通
事
故
の
被
害
者
や

加
害
者
と
な
り
困
っ
て
い
る
人
に
、

適
切
な
助
言
を
行
う
た
め
、「
交
通

事
故
相
談
所
」
を
開
設
し
て
い
ま

問 

企
画
政
策
課 

企
画
班

☎
７
７
３
・
６
６
７
２

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
た
人

へ
の「
温
泉
利
用
券
」の
使
用

期
限
が
近
づ
き
ま
し
た

す
。

　

専
任
相
談
員
が
電
話
や
面
接
に

よ
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
内

容
に
関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
例

・
損
害
賠
償
請
求
の
種
類

・
示
談
の
仕
方

・
相
手
に
誠
意
が
な
い　

な
ど

日�

祝
日
を
除
く
月
～
金
曜
日
の
午

前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

４
時

　

公
園
や
周
辺
で
見
ら
れ
る
生
物

な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

総
集
編
②

　
八
色
の
森
～
秋
～

　

秋
、
八
色
の
森
公
園
の
周
辺
は

黄
金
色
の
稲
穂
が
揺
れ
、
秋
の
深
ま

り
と
と
も
に
収
穫
が
進
め
ら
れ
て

い
き
ま
す
。
園
内
の
木
々
や
、
八

海
山
な
ど
の
周
囲
の
山
も
徐
々
に

紅
葉
が
進
み
、
豊
か
な
彩
り
で
散

歩
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

自
遊
池
の
水
面
に
は
ヒ
シ
が
広

が
り
、
白
い
花
が
咲
き
ま
す
。
池

の
上
を
ア
キ
ア
カ
ネ
、
ノ
シ
メ
ト

ン
ボ
、
コ
ノ
シ
メ
ト
ン
ボ
、
マ
ユ

タ
テ
ア
カ
ネ
、
ネ
キ
ト
ン
ボ
な
ど

の
赤
ト
ン
ボ
が
た
く
さ
ん
飛
び
ま

す
。
ま
た
、
大
型
の
ギ
ン
ヤ
ン
マ

や
小
さ
な
イ
ト
ト
ン
ボ
の
仲
間
が

水
の
中
に
腹
部
を
沈
め
て
産
卵
し

ま
す
。
魚
を
狙
っ
て
カ
ワ
セ
ミ
も

や
っ
て
き
ま
す
。

　

光
の
池
で
は
、
夏
に
比
べ
て
マ

ガ
モ
や
カ
ル
ガ
モ
の
数
が
増
え
て

き
ま
す
。
秋
口
に
や
っ
て
く
る
オ

シ
ド
リ
は
、
次
第
に
羽
の
模
様
が

派
手
な
色
合
い
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。

　

園
内
に
咲
く
花
に
は
、
ベ
ニ
シ

ジ
ミ
、
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
な
ど
の

チ
ョ
ウ
が
集
ま
り
、
そ
れ
を
オ
オ

カ
マ
キ
リ
や
ハ
ラ
ビ
ロ
カ
マ
キ
リ

が
狙
い
ま
す
。

　

ブ
ド
ウ
が
実
り
、
美
術
館
で
は

小
学
生
の
絵
画
展
が
開
催
さ
れ
る

な
ど
、
八
色
の
森
の
秋
は
豊
か
な

季
節
と
な
り
ま
す
。

掲 

示 

板

問
・
相 

新
潟
県
交
通
事
故
相
談

　
所（
新
潟
県
庁
内
）

☎
０
２
５
・
２
８
０
・
５
７
５
０

交
通
事
故
に
関
す
る
相
談
は

「
新
潟
県
交
通
事
故
相
談
所
」へ

問 

八
色
の
森
公
園
管
理
事
務
所

☎
７
８
０

・
４
５
６
０

八
色
の
森
か
ら 

�

第37回危険業務従事者叙勲「瑞宝単光章」を受章　久川 勇
いさむ

さん〔泉新田〕
　久川さんは、昭和45年 1月に六日町・塩沢町消防事務組合魚沼消防署に消防士
として採用され、昭和58年からは、関越自動車道などでの救急搬送を専門とした
救急隊の初代救急隊長を務められました。その後、通信指令室に配属となり、平成
17年には携帯電話からの 119番通報を消防署で直接受信する通信指令設備の導入
を行うなど、救命救急資機材の改善に従事されました。
　久川さんは、「多発傾向にある緊急事案の対応に苦慮しながらも、通信指令シス
テムの整備に専念してきました。叙勲の受章にはとても恐縮しています」と語りま
した。
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　南魚沼は、アウトドア活動
にふさわしい街です。冬には

人生で初めてスキーを体験し、 夏には田畑や川沿いをサイクリン
グしながら山を眺めたり、陽気な地域の人たちに出会ったりしま
した。一番好きな場所は、水無川です。澄んだ川で泳いだり、散
策して景色を楽しむこともできるとてもいい避暑地です。

　ネパールは、南アジアに位置する内陸国です。
世界最高峰のエベレスト山（標高 8,848.86m）

をはじめ、世界の標高 8,000m 峰 14 座中８座を有し、総面積の大部分がヒ
マラヤ高山地帯です。国内でも標高差が大きいため、気候は熱帯から寒帯に
までおよび、動植物は多様性に富んでいます。仏教の創始者ゴータマ・シッダー
ルタは、紀元前 623 年に南部の聖地ルンビニで生まれました。ネパール山岳
民族から構成されるグルカ兵は世界最強ともいわれ、歴史上、植民地支配を
受けたことがありません。

　今シーズンも市内の
各スキー場には、しっ
かり雪が積もりました。

青空が広がり絶好のウインタース
ポーツ日和となったこの日、スキー
場を訪れた六日町小学校の児童は、
笑顔でスキー授業を楽しんでいま
した。

市
長

日
記

南
魚
沼
市
長

林　

茂
男

無
罣
礙

国際大学留学生 お国自慢コーナー ～ boast of my country ～

マケシ ダンゴルさん

シリーズ

第106回ネパール連邦民主共和国

私の国はこんなところ

南魚沼市に住んで感じたこと
■

発
行

日
2022年

2月
1日

　
第

207号
南

魚
沼

市
　

〒
949-6696 新

潟
県

南
魚

沼
市

六
日

町
180-1　

電
話

025・773・6660（代
表

）
■

発
　

行
総

務
部

　秘
書

広
報

課
■

編
　

集
2022.2
February

市
 報

編集後記

〇人口　54,605 人（－33 人）／男 26,726 人（－16）女 27,879 人（－17）　〇世帯数　20,113 戸（9）

市民の動き　令和３年 12 月末日現在　（　）は対前月比

今月の
表紙

　
ま
け
て
た
ま
る
か
！

　

明
る
い
話
題
を
。
こ
の
稿
で
は
時
折
、

若
者
た
ち
の
活
躍
を
紹
介
し
て
き
ま
し

た
が
、
そ
ん
な
話
題
が
あ
る
時
が
本
当
に

う
れ
し
い
。

　

昨
年
末
、
大
和
中
学
校
３
年
生
小
泉

さ
く
ら
さ
ん
の
文
部
科
学
大
臣
賞
の
受

賞
に
は
驚
き
ま
し
た
。
全
国
か
ら
８
万

を
超
え
る
作
品
が
集
ま
る
「
第
26
回
公

募
日
本
習
字
展
」
で
、
高
校
生
以
下
の

毛
筆
の
部
で
頂
点
に
。
北
辰
小
学
校
６
年

生
大
平
真ま

き輝
さ
ん
（
令
和
２
年
度
の
本マ

ジ気

丼
ポ
ス
タ
ー
の
モ
デ
ル
）
は
、
両
国
国
技

館
で
開
催
さ
れ
た
「
第
34
回
全
日
本
小

学
生
相
撲
優
勝
大
会
」
で
見
事
、準
優
勝
。

「
将
来
は
横
綱
に
な
り
た
い
」
と
。
全
国

高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
な
ど

で
活
躍
し
て
い
る
帝
京
長
岡
高
校
３
年

生
松
村
晟せ

れ怜
さ
ん
は
、
こ
の
春
か
ら
「
湘

南
ベ
ル
マ
ー
レ
」
に
入
団
内
定
。
昨
年
の

吉
田
晴は

る
き稀

さ
ん
に
続
き
、
市
内
２
人
目

の
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
が
、
こ
の
雪
国
か
ら
。
２

大
会
連
続
で
の
冬
季
五
輪
バ
イ
ア
ス
ロ
ン

日
本
代
表
の
田
中
友
里
恵
さ
ん
な
ど
、
ス

キ
ー
界
の
活
躍
は
も
ち
ろ
ん
、
枚
挙
に
い

と
ま
な
し
。
み
ん
な
す
ご
い
な
あ
！

　

市
内
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し

て
地
元
を
知
り
、
世
界
ま
で
関
心
を
深
め

る
た
め
の
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｙ

ユＯ
Ｕ 

Ｋ
キＥ
Ｙ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
実
施
さ
れ
、

中
・
高
校
生
27
人
が
参
加
。
こ
の
参
加

者
で
結
成
し
た
チ
ー
ム
の
提
案
が
「
第
１

回
全
国
高
校
生
環
境
ア
イ
デ
ィ
ア
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
」
で
驚
き
の
優
勝
。
魚
沼
地

域
の
自
殺
率
の
高
さ
を
憂
い
、
そ
の
解
消

策
を
研
究
し
た
提
案
が
高
く
評
価
さ
れ

た
。
昨
年
に
続
き
、
塩
沢
中
学
校
野
球
部

の
有
志
に
よ
る
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、

栃
窪
地
区
の
高
齢
者
住
宅
で
活
動
。「
感

謝
と
恩
返
し
」
の
た
め
と
口
に
す
る
彼
ら

に
、
雪
国
の
子
ど
も
た
ち
の
逞た

く
ま

し
さ
と
爽

や
か
な
風
を
感
じ
る
。

　

全
盲
で
、
中
学
１
年
生
か
ら
親
元
を
離

れ
、
筑
波
大
学
付
属
視
覚
特
別
支
援
学

校
で
学
ぶ
高
校
１
年
生
に
な
っ
た
石
田

乃の

あ彩
さ
ん
は
、「
第
71
回
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー

記
念
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
器
楽
部
門
ピ

ア
ノ
４
部
（
高
校
生
の
部
）
で
見
事
、
優

勝
。
先
日
、
市
役
所
へ
報
告
に
。
再
会
が

う
れ
し
か
っ
た
！
「
残
る
２
年
間
の
う
ち

に
、
最
高
位
で
あ
る
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
賞

を
取
り
た
い
」
と
、
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら

変
わ
ら
な
い
、
誠
に
心
の
底
か
ら
明
る
い

元
気
な
笑
顔
で
。

　

コ
ロ
ナ
禍
は
先
が
見
え
な
い
。
が
、
や

が
て
止
む
。
一
寸
先
は
闇
で
は
な
い
。
光

だ
！

近年、通勤時に車がスタックすることがありま
す。ある運転手さんは、以前は雪が積もった道でも

雪を舞い上げて走ることができたが、最近は雪が水っぽく車体の
下に入りこんで車が浮き上がるため、スタックしやすいと言って
いました。国連の会議 COP26 では、世界の平均気温が１度上昇
していると報告されています。冬の雨など、地球温暖化の影響が
ひたひたと迫っているのかもしれません。（N.K）


